
【見通しをもたせ、自己の変容に気付かせる場面設定】の手だて 
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好きな挿絵の場面を選んで、
選んだわけを言って（話型） 
音読会をしよう。 
 

本時の学習を振り返り、自己の変容に気付く！ 
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・第１時で単元の流れをつかみ、見通しをもって学習できるように学習計画を立てる。 

・１時間の学習の流れを掲示し、見通しをもって学習できるようにする。 

 

 

 

１時間の学習の流れを掲示し、見通しをもって学習できるようにする。 

 

・学習のめあてが達成できたか、◎○△で自己評価する。 
・本時を振り返り、友達の発表を聞いたり、話し合ったりして自分が分かったこと、感じたこ
と、できるようになったことがあることに気付かせ、授業を通して学んだことを自覚できるよ
うにする。（学びの実感） 

友達の感想を聞

いて、たんぽぽに

は、工夫や天気に

よっていろいろな

開き方をするのが

分かりました。 

軸
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六
、
七
段
落
の
本
文 

学習のながれ 

①めあて 

②音読 

③書く 

④ペアで話す 

⑤はっぴょう 

⑥まとめる 

⑦かんそう 

⑧ふりかえり 



【学習過程の工夫】の手だて 

 

 

 

２年 たんぽぽのちえ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・読み取ったことを構成表にまとめ、前時までの学習を振り返ることで、自分で「いつ」 

「ようす」「わけ」を見付けられるようにする。 

思考を深めるための並行読書につなげる！ 

吹き出し（思考ツール）の活用で、思考を可視化！ 

 

前時の学習で身に付いた力を、本時の読み取りに生かす！ 

学習したことを

生かして他の草花

のちえについて書

かれた本を読み、

見付けた知恵をま

とめ、読み合う。 

 

「からです」「のです」

と書いてあるから、こ

の文は、わけが書いて

あるんだね。 

たんぽぽの他

にも、草花はい

ろいろな知恵を

はたらかせて仲

間を増やしてい

るんだね。 


